「じ ゃァ、 どうした わけ だ」 

「ちょ ッと 息ぬ きです」 

野 村 は あきれて 木戸 をみ つめた。 木戸 はやつ と 二十 

の 若者 だ。 C 級の 六 段で ある。 天才 的な 若者で は ある 

が、 公式戦へ でられる ようになって 三年 足らず、 蚯け 

だしで ある。 新聞社 の 勝ちぬ き 戦で 強豪 をな ぎ 倒し て 、 

名人 候補と 声の 高い 強豪 津 雲と 顔が あ つた。 天才と い 

えば 相手 も 天才、 クラスの ちがう 大 強豪と はじめて 公 

式に 顔が あって 若い 木戸の 勝つ はず も あるまい が、 津 

雲が 苦戦 すれば お慰みと、 新聞社で は 特に この 一 局 を 

とりあげて 好 局が できれば 記事に する つもりで あ つ た。 



と 云われて みると、 全然そう に違いない ような 情けな 

い 気持に させられて、 野 村 はちよ ッと気 を わるく した _ 

しかし 木戸 はそんな ことに も 気がつかぬ ふうで、 「橋 

の 向う の 山 は 見晴らしが よさそう だな ァ。 ちょ ッと 

行って みょう」 

こう 眩き を 残して 橋 を 渡つ て 姿を消して しま つたの 

である。 向いの 山 は 百 五十 メ— トルぐ らいの もの だが 

普通に 歩いて 二十 分ぐ らい はか かる 道のり だ。 木戸 は 

そこへ 登りつ めた。 まさに 見晴らしが よい。 ふりむけ 

ば 海が 見える し、 向う ははる ばる と 原野で ある。 そこ 

に 一 軒の 茶店が あった。 農業の かたわら 土間 を 茶店に 



が、 これが 悪手だった ので ある。 彼の 見落した 妙手が 

あつたの だ。 若輩に 一 時間 四 五十 分 も 座 を 外されて 津 

雲 は 立腹して いたから、 じっくり 考えて 妙手 を あみだ 

し 形勢 一変して 有利と なった が、 これで 若輩 を 仕 止め 

たように 気持が ゆるんで しまったの である。 夕食後 は 

緩 手 を 連発して 自滅し、 若輩に 名 をな さしめ てし まつ 

たので ある。 

* 

「娘の 顔に 四 五桂 を 見た とたんに 絶対 だと 思つ たんで 



誰に きいても わからない。 

r セ ー タ— は あきらめて、 戻る としょうよ」 

と 野 村 は 木戸 をうな がした が、 彼 は 考え こんでいる 

ばかりで 返事 をし ない。 やがて 歩く 足 もとまつ てし 

まった。 

「どうしたん だい？ 娘の 顔の 四 五桂の つづき を 読ん 

でる わけ じゃァ あるまい ね」 

と 冷やかす と、 意外に も、 木戸 は 真顔で それに 答え 

て、 

「え、。 それなん です。 その 四 五桂 を 読んで るので す 

よ。 ボク がと ッ さに 四 五桂と 読んだ の は 気のせい では 



「あの 茶店に 二十ぐ らいの 娘が いますね」 

「あの 出戻り かい。 もう 二十 四 五だろう」 

「色の 黒い、 畑の 句い の プン/ \ す るよう な 娘です よ」 

「ァ ヽ、 色が 大 そう 黒い な。 畑の 匂いだ つて？ とん 

でもない。 色の 黒 いのは 地色 だよ。 あの 出戻り は 野良 

へで たこと なんて あり やしない。 ョメ 入り 先から 逃げ 

だした の も 野良仕事が キ ライ だから だ」 

「茶店 だけで 暮 しがた つんです か」 

「バ 力な」 

「お金 持なん です か」 

「あれ ッ ぼちの 畑 じゃァ 食う や 食わず だな。 もっとも、 



局 中に 一 一時間ち かく も 行方 をく らます ほどの ずぶと さ 

だから、 平時に 十日 やそこ いら 行方 をく らましても フ 

シギ はない わけで、 取 越 苦労 をす る 方が バ 力だった か 

と 野 村 は 思った。 

野 村 はこの 対局に は 関係が なか つたから 出かけな 

かった が、 木戸 は 自信 満々 の 様子だった そうで ある。 

むろん この 相手 も A クラスの 強豪だった。 

ところが この 一 戦 は 木戸に 良い ところが まったくな 

かった。 中盤す でに 歴然たる 敗 勢で、 押されに 押され 

て ずるずると 押し切られた。 木戸 は 喘ぐ ような 悪戦 苦 

闘の あげく、 前 局で 散歩に でかけた と 同じような 時刻 



に は 脂汗で ぬれた ような 悲愴な 様で 別室へ 下って 一 時 

間 ほど 寝 こんだ そうだ。 もっとも、 こういう 急場に フ 

トン をひッ かぶ つ て 寝る マネが できるだけ でも 異常 神 

経と 云えそう だが、 今回に 限つ てず ぶと い 余裕 は みら 

れ なかった。 疲れき つた あげくだった そうで ある。 夕 

食後 まもなく ずる- (^と 良い ところな く 押し切られ、 

局 後の 検討 もせずに 座 を 立って しまった。 コマ を 投じ 

て 無言の ま、 スッと 立 つ て 再び 姿 を 現さなかった そう 

だが、 それ は 無礼に も、 無慙 にも 受けと る ことができ 

た。 ともかく 小僧 いまだしの 感、 すべてに 深かった そ 

うで ある。 しかし 翌朝 は 平素の 様子に 戻って、 



「非常によ い 教訓でした。 心 を 改めて 出直します」 

とし みん \ 記者に 語った そうで、 その 一言 を 残して 

彼 は 再び 行方不明 となった。 世間から 消え去つ てし 

ま つたので ある。 

野 村 は それ を 一 月 ほどす ぎて きかされた。 それから 

さらに 三月 ほど 後の ことで ある。 春の 気配が 近づ いた 

季節に、 仕事の 都合で 彼 は 例の 温泉に 滞在した。 

彼 は 木戸の 行方不明 を 思いだ して、 それが この 温泉 

に 関係の ある こと だと は 思わなかった が、 すくなく と 

も 初期の 行方不明 中の ある 日、 彼が 一度 はこ ゝへ 来て 

いる はず だと 考えた。 茶店の 娘の 顔に 見た 四 五桂の 謎 



云わない よ。 な— に。 これ は 普通の ことで ね。 毎日で 

はない が、 よくやる こと さ。 昨日 は ひどかった。 お前 

が 帰った あとで さ。 薪 ザ ッポゥ くらわして やった よ。 

顔に はケガ はさせ ない がね。 お前に くだらな いこと を 

喋りち らしゃが つたから さ。 ォレは 見と おし さ。 みん 

な 耳に きこえて くる。 顔に もちやん と 書いて あるの が 

お前た ちに は 判らない だけ さ。 お前 は そこに 坐って 見 

ていなさい」 

野 村 を 指定席に 坐ら せて おいて、 娘 教祖 は 木戸の 前 

に 立った。 

「ほら。 ほら。 ほら。 ほらし ょゥ- 



もので もない こと は、 これ も 当然です がね」 

「キミ は 彼女、 彼女 ッて、 そんな 云い 方 をして いいの 

i ヽ I 

力 レ」 

「それ はいいです とも。 表現 は 何 ほどの もので も あり 

ません。 ポクに ふさわしい 表現し かで きないの は 当然 

ですから」 

「つまり 実体 は 女房なん だろう ね」 

「肉体 は 何 ほどで もないで すよ。 肉体的に 女房で ある 

こと は 確かです が、 ポクに はむしろ 母親で あり、 祖母 

です ね。 母親で あり、 女房で あり、 また 処女です よ」 

「しかし、 キミ は 肉体的に は ハツ キリ 亭主なん だろう 
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